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京
都
大
学
文
学
研
究
科
蔵
王
筠
校
祁

藻
刻
『
説
文
解
字
繋
伝
』
に

記
さ
れ
た
王
筠
跋
文
、
陳
慶
鏞
跋
文
及
び
田
潜
附
識
に
つ
い
て

木　

津　

祐　

子

は
じ
め
に

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
に
は
、全
冊
に
王
筠
校
語
が
記
さ
れ
た
祁

藻
刻
『
説
文
解
字
繫
傳
』
四
十
巻
（
十
二
冊
本
）
が
所
蔵
さ
れ
る
。

第
十
一
冊
末
尾
に
記
さ
れ
た
田
潜
の
附
識
に
よ
る
と
、
こ
の
全
冊
に
王
筠
の
校
語
が
施
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
、
田
氏
自
身
が
抄
寫
し
た
も
の
と
見

な
し
う
る
。
本
書
の
書
誌
的
意
義
や
他
の
版
本
と
の
差
異
な
ど
に
つ
い
て
は
、『
汲
古
』
七
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
）
掲
載
の
「
京
都
大

学
蔵
王
筠
校
祁

藻
刻
『
説
文
解
字
繋
伝
』
四
十
巻
に
つ
い
て
」（
以
下
、
前
稿
と
略
称
）
に
て
論
じ
た
の
で
詳
細
は
そ
れ
に
譲
り
、
本
稿
は
、

そ
こ
で
は
論
じ
切
れ
な
か
っ
た
内
容
、
特
に
、
王
筠
の
跋
文
二
種
、
陳
慶
鏞
跋
文
、
田
潜
附
識
の
全
文
を
紹
介
し
、
そ
の
訳
注
を
記
す
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
第
一
・
二
章
に
は
行
論
上
、
前
稿
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て
記
す
箇
所
が
有
る
が
、
一
々
注
記
は
し
な
い
。
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一
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
蔵 

祁

藻
刻
『
説
文
解
字
繋
伝
』
全
四
十
巻
付
校
勘
記
（
十
二
冊
本
）

本
書
は
、
道
光
十
九
年
（
一
八
三
九
）
に
、
祁

藻
が
顧
廣
圻
（
字
千
里（
１
））

家
蔵
の
影
宋
本
に
基
づ
き
復
刻
さ
れ
た
。

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
に
は
、
二
部
の
道
光
十
九
年
祁

藻
刻
『
説
文
解
字
繋
伝
』（
以
下
『
繋
伝
』
と
略
称
）
が
所
蔵
さ
れ
る
（
光

緒
年
間
の
後
刻
や
叢
書
収
録
本
を
除
く
）。
一
つ
は
二
秩
八
冊
、
も
う
一
つ
は
二
秩
十
二
冊
だ
が
十
二
冊
目
は
校
勘
記
な
の
で
、『
繋
伝
』
そ
の
も

の
は
第
一
冊
〜
十
一
冊
で
あ
る
。
と
も
に
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
八
冊
本（
図
書
請
求
記
号
：

Ａ
／
Xg
／
4

2
貴
）
は
、
郭
立
暄
『
中
國
古
籍
原
刻
翻
刻
與
初
印
後
印
研
究
』
実
例
篇
（
中
西
書
局
、
二
〇
一
五
。
以
下
、
郭
立
暄
著
書
と
略

称
）
の
研
究
に
照
ら
し
、
最
も
早
い
初
版
本
（
郭
立
暄
著
書
で
は
「
初
版
甲
本
」）
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
（
詳
細
は
、『
汲
古
』
七
十
八
号
掲

載
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
王
筠
校
『
説
文
解
字
繋
伝
全
四
十
巻 

付
校
勘
記
』
は
、
後
者
の
十
二
冊
本
で
あ
る
（
図
書

請
求
記
号
：
Ａ
／
Xg
／
4

3
貴
。
以
下
、
特
に
混
乱
の
懸
念
が
無
い
と
き
に
は
「
本
書
」
と
略
称
す
る
）。
校
勘
記
を
除
く
『
繋
伝
』
全
冊
に
、

本
文
に
対
す
る
王
筠
の
校
語
が
朱
筆
で
施
さ
れ
る
と
同
時
に
、
王
筠
の
幾
つ
か
の
識
語
と
跋
文
二
種
、
さ
ら
に
王
筠
の
友
人
で
あ
っ
た
陳
慶
鏞
の

跋
文
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
す
べ
て
は
王
筠
直
筆
の
も
の
で
は
な
く
、
清
末
の
学
者
で
あ
り
蔵
書
家
で
あ
る
田
潜（
２
）が

抄
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
王

筠
跋
文
、
陳
慶
鏞
跋
文
に
続
い
て
は
、
そ
の
田
潜
の
附
識
が
添
え
ら
れ
る
（
本
論
文
末
尾
の
書
影
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
王
筠
校
祁

藻
刻
『
説
文
解
字
繋
伝
』
四
十
巻
は
、
本
書
以
外
に
現
存
を
確
認
し
う
る
も
の
と
し
て
、
中
国
国
家
図
書
館
、
陝
西

師
範
大
学
、
上
海
図
書
館
（
計
二
部
存
す
）、
山
東
省
図
書
館
（『
中
国
戸
籍
善
本
総
目
』
に
よ
る
と
現
山
東
博
物
館
蔵
か
）
な
ど
全
五
種
現
存
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
本
書
は
、
第
六
の
版
本
と
い
う
こ
と
に
な
る（
３
）。

諸
本
は
、
王
筠
校
語
（
各
本
出
入
有
り
）、
王
筠
識
語
、
王
筠
跋
文
二
種
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
備
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
移
録
し
た
人
物
が
誰

か
に
よ
り
、
さ
ら
に
加
え
ら
れ
た
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
例
え
ば
、
陝
西
師
範
大
学
本
で
あ
れ
ば
、
移
録
者
の
張
穆
識
語
と
許
瀚
の
批
語
が
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独
自
の
要
素
と
し
て
加
え
ら
れ
る
。
本
書
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
陳
慶
鏞
跋
文
と
、
旧
蔵
者
で
あ
り
全
体
を
移
録
し
た
田
潜
の
附
識
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
他
本
の
中
で
、
本
書
の
基
本
的
な
構
成
に
最
も
近
い
の
は
、
中
国
国
家
図
書
館
本
と
上
海
図
書
館
蔵
本
の
内
の
一
本
（
書
号
／
Ｔ

０
６
５
２
７

31
）
で
あ
り
、
こ
の
三
者
は
と
も
に
、
王
筠
跋
文
の
後
ろ
に
陳
慶
鏞
跋
文
を
備
え
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
類
似
の
テ

キ
ス
ト
が
存
在
す
る
理
由
を
探
る

と
な
る
の
が
、
正
に
本
書
の
存
在
で
あ
る
。
中
国
国
家
図
書
館
本
は
、
王
筠
手
沢
本
の
可
能
性
が
高
い
。
同

じ
く
陳
慶
鏞
跋
文
を
も
つ
上
海
図
書
館
本
は
、
郭
立
暄
著
書
に
よ
る
と
何
紹
基
が
移
録
し
た
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
る
。
本
書
は
、
後
で
見
る
田
潜
の

附
識
か
ら
、
彼
が
何
紹
基
抄
王
筠
校
本
を
移
録
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
上
海
図
書
館
本
は
、
本
書
の
移
録
者
で
あ
る
田
潜
が
基
づ
い
た

王
筠
校
本
の
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
本
稿
筆
者
は
上
海
図
書
館
本
は
未
見
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
そ
の
可
能
性
を
指

摘
す
る
に
留
め
ざ
る
を
得
な
い
。

二
、
本
書
が
有
す
る
朱
筆
一
覧

本
書
に
付
さ
れ
た
朱
筆
は
、
以
下
の
五
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
：
祁

藻
本
全
編
に
対
す
る
校
語

本
書
の
校
勘
記
を
除
く
全
十
一
冊
に
、
多
く
は
眉
欄
、
ま
ま
行
間
や
頁
の
余
白
部
分
に
書
き
込
ま
れ
る
。
全
て
朱
筆
。

B
：
王
筠
識
語
（
以
下
は
、
前
稿
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
挙
げ
る
）

①　

校
語
の
体
裁
に
関
す
る
説
明

1
（
巻
一
4b
）
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凡
與
朱
鈔
同
而
與
他
本
異
者
皆
○
記
之
。（
凡
そ
朱
鈔
本
と
同
じ
で
他
本
と
は
異
な
る
も
の
に
は
皆
○
点
を
付
け
て
そ
れ
を
記
す
）

2
（
巻
二
末
尾
）

以
上
二
卷
，
朱
本
有
校
語
，
故
筠
説
必
署
名
以
別
之
。
卷
三
以
下
則
無
矣
，
不
須
別
也
。（
以
上
の
二
巻
に
は
、
朱
本
に
は
校
語
が
存
在

し
て
い
た
の
で
、
私
王
筠
の
説
に
は
必
ず
署
名
し
て
そ
の
校
語
と
区
別
し
た
。
巻
三
以
下
に
は
既
存
の
校
語
が
無
か
っ
た
の
で
、
区
別
す
る

必
要
は
無
い
。）

②　

小
徐
と
段
玉
裁
へ
の
批
判
（
巻
三
十
二
巻
末（
４
））

許
慎
後
敍
の
記
述
に
基
づ
き
、
徐
鍇
と
段
玉
裁
の
仕
事
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
周
章
」「
疏
闊
」
と
批
判
す
る
。
全
文
は
下
の
通
り
。

筠
案
，
許
君
自
序
云
，「
同
条
牽
属
，
共
理
相
貫
」，
此
言
部
首
之
大
体
以
義
相
綴
属
也
。
又
曰
，「
雑
而
不
越
，
拠
形
系
聯
」，
此
言
義
之

所
窮
以
形
変
通
之
也
。
楚
金
有
見
於
義
而
不
觀
其
會
通
，遂
致
周
章
。
段
氏
有
見
於
形
而
尤
為
疏
闊
。（
私
が
考
え
る
に
、許
愼
自
序
（
後
序
）

に
「
条
を
同
じ
く
し
関
連
し
合
い
、
理
を
共
に
し
て
一
貫
す
る
」
と
い
う
の
は
、
部
首
の
全
体
は
義
に
よ
っ
て
関
連
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
言

う
。
さ
ら
に
「
雑
わ
っ
て
も
越
境
せ
ず
、
形
に
従
っ
て
繋
が
り
合
う
」
と
い
う
の
は
、
義
が
突
き
詰
め
ら
れ
た
先
は
形
に
よ
っ
て
変
通
す
る

こ
と
を
言
う
。
徐
鍇
は
、
義
に
見
る
べ
き
も
の
は
有
っ
た
が
そ
の
会
通
す
る
と
こ
ろ
を
考
慮
せ
ず
、
混
乱
を
引
き
起
こ
し
、
段
玉
裁
は
形
に

見
る
べ
き
も
の
は
有
っ
た
が
と
り
わ
け
大
雑
把
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。）

C
：
王
筠
跋
文
二
則
（
第
十
一
冊
末
尾
に
綴
じ
込
ま
れ
た
別
紙
三
葉
の
う
ち
前
二
葉
。
次
章
に
全
文
を
記
す
）

第
一
則
：
道
光
二
十
三
年
（
一
八
四
三
）
閏
月
（
同
年
は
閏
七
月
）
識

第
二
則
：
同
年
八
月
二
十
一
日
識

こ
の
二
篇
の
跋
文
で
王
筠
は
、
祁

藻
刻
本
が
依
拠
し
た
顧
廣
圻
蔵
宋
本
が
、
顧
氏
の
改
竄
を
経
て
お
り
、
宋
本
の
真
面
目
を
伝
え
な
い
と
厳

し
く
指
弾
す
る
。
第
一
篇
は
、
山
東
省
博
物
館
所
蔵
の
王
筠
『
清
詒
堂
文
集
』（
屈
万
里
・
鄭
時
輯
校
『
清
詒
堂
文
集
』、
齊
魯
書
社
、
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一
九
八
七
）
に
「
校
祁
刻
《
説
文
繋
傳
》
題
記
」
と
し
て
収
録
さ
れ
る
が
、
第
二
篇
は
収
め
ら
れ
な
い
。

D
：
陳
慶
鏞
跋
文
。
道
光
二
十
三
年
九
月
十
六
日
（
別
紙
三
葉
の
う
ち
第
三
葉
。
次
章
に
全
文
を
記
す
）

E
：
田
潜
附
識
。
同
治
丙
寅
（
五
年
、
一
八
六
六
）
一
月
二
十
三
日
（
別
紙
三
葉
の
う
ち
第
三
葉
。
C
・
D
よ
り
二
字
下
げ
。
次
章
に
全
文
を
記

す
）こ

れ
ら
は
す
べ
て
同
一
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
端
正
な
楷
書
で
書
か
れ
読
み
や
す
い
。
筆
写
者
は
、
上
に
も
記
し
た
通
り
、
田
潜
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
は
彼
の
附
識
（
E
）
の
内
容
と
、
そ
の
末
尾
に
押
さ
れ
た
「
小
學
元
士
」「
田
潛
之
印
」「
鼎
楚
室
」
と
い
う
印
記
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
に
は
、
田
潜
旧
蔵
書
が
複
数
所
蔵
さ
れ
る
が
、
そ
の
多
く
に
彼
自
身
の
筆
に
よ
る
書
き
込
み
や
識
語
が
見

ら
れ
、
本
書
の
筆
跡
も
そ
れ
ら
と
一
致
す
る
こ
と
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

以
下
、
第
三
章
に
て
、
C
の
王
筠
跋
文
二
則
、
D
の
陳
慶
鏞
跋
文
、
E
の
田
潜
附
識
の
原
文
を
紹
介
し
、
そ
の
訳
注
を
付
す
こ
と
と
す
る
。

注（
1
）
顧
廣
圻
（
一
七
六
六－

一
八
三
五
）、
字
は
千
里
。
蔵
書
家
、
書
誌
に
通
じ
、
多
く
の
書
籍
の
校
勘
を
行
っ
た
。

（
2
）
田
潜
（
一
八
七
〇
〜
一
九
二
六
）、
字
は
伏
侯
、
別
名
呉

。
湖
北
荊
州
の
人
。
清
末
民
初
の
学
者
で
あ
り
蔵
書
家
。
羅
振
玉
に
同
行
し
て
教
育
視
察
の
た
め
日
本
に
訪
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
著
書
に
『
説
文
二
徐
箋
異
』
が
あ
り
、
同
書
に
は
羅
振
玉
の
序
文
を
関
す
る
。

（
3
）
郭
立
暄
著
書
に
、
国
家
図
書
館
本
、
上
海
図
書
館
本
（
二
種
）、
陝
西
師
範
大
學
本
に
つ
い
て
は
書
誌
的
な
記
述
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
陝
西
師
範
大
學
本
に
つ
い
て
は
、
専

論
と
し
て
、
郭
子
直
「
王
筠
許
瀚
両
家
校
批
祁
刻
『
説
文
解
字
繋
伝
』
読
後
記
」（『
陝
西
師
大
学
報
』
一
九
八
九
―
三
）
が
あ
り
、
山
東
省
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
王

献
唐
「
説
文
繋
伝
三
家
校
語
抉
録
」（『
山
東
省
立
図
書
館
季
刊
』
一
ー
一
、一
九
三
一
）
が
有
る
。

（
4
）
中
国
国
家
図
書
館
本
に
は
こ
の
後
に
「
閏
四
月
四
日
王
筠
記
」
と
記
す
。
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三
、
王
筠
跋
文
、
陳
慶
鏞
跋
文
、
田
潜
附
識

以
下
は
、「
王
筠
跋
文
」
二
篇
、「
陳
慶
鏞
跋
文
」「
田
潜
附
識
」
の
原
文
と
訳
注
で
あ
る
。「
王
筠
跋
文
」
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
二
〇
一
八
年

に
調
査
し
た
陝
西
師
範
大
学
蔵
祁

藻
刻
『
説
文
解
字
繫
傳
』
四
十
巻
と
の
間
で
校
勘
を
行
い
、
両
者
が
少
々
の
異
同
は
有
す
る
も
の
の
ほ
ぼ
同

文
と
見
な
し
う
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
郭
立
暄
著
書
は
、
中
国
国
家
図
書
館
本
の
王
筠
跋
文
二
篇
を
翻
刻
す
る
。
陝
西
師
範
大
学
と

本
書
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、国
家
図
書
館
本
の
本
文
は
よ
り
本
書
に
近
い
。
第
一
篇
が
、山
東
省
博
物
館
所
蔵
の
王
筠
『
清
詒
堂
文
集
』
に
「
校

祁
刻
《
説
文
繋
傳
》
題
記
」
と
し
て
収
録
さ
れ
る
の
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
本
間
の
異
同
は
、
日
本
語
訳
に
関
わ
る
場
合
の
み
、
注
の
中
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
標
点
及
び
段
落
分
け
は
、
本
稿
筆
者
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
引
用
文
中
に
﹇　

﹈
で
括
る
の
は
、
原
文
で
は
双
行
注
と
な
る
部
分
で
あ
る
。

（
一
）「
王
筠
識
語
」
第
一
篇

汪
氏
啟
淑
①
刻
説
文
繫
傳
，
其
篆
文
皆
刓
自
汲
古
②
，
多
失
小
徐
之
舊
。
繼
又
見
朱
文
藻
繫
傳
攷
異
③
，
知
其
篆
文
之
大
凡
，
而
闕
部
闕
篆
以
及

說
解
中
譌
脫
，
与
汪
本
同
。
道
光
辛
丑
，
祁

父
先
生
賜
筠
此
書
④
，
出
自
顧
千
里
鈔
本
，
首
尾
完
具
，
譌
誤
差
少
，
遂
以
為
所
據
之
本
誠
完
本
也
。

癸
卯
秋
，
借
得
朱
竹
君
先
生
⑤
家
藏
本
校
之
，
而
後
悟
其
非
，
請
臚
舉
之
，
以

學
者
。
攷
異
所
舉
脱
文
誤
字
，
皆
據
朱
文
游
、
郁
陛
宣
⑥
兩
本
，

嚴
氏
⑦
所
引
，
皆
与
之
合
。
竹
君
本
亦
与
之
合
，
則
是
自
昔
相
傳
，
皆
如
此
也
。
而
顧
本
獨
異
，
此
其
不
可
信
者
一
也
。
尤
袤
當
乾
道
時
已
惜
其

一
半
斷
爛
不
可
讀
⑧
，
況
當
今
日
，
安
能
如
此
本
文
義
順
從
邪
。
此
其
不
可
信
者
二
也
。
各
本
全
闕
者
凡
九
部
，
闕
篆
二
百
七
十
六
文
，
顧
氏
無

一
闕
。
然

部
之
誤
合
於

部
也
，
自
宋
已
然
。
故
朱
鈔
本
目
錄
木
麻
之
間
少

部
。
汪
刻
本
亦
然
⑨
。
顧
本
目
錄
亦
同
，
而
正
文
顧
否
⑩
，
知
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其
改
易
正
文
而
忘
稽
目
錄
。
即
知
其
以
意
為
之
，
而
非
有
所
據
也
。
此
其
尤
不
可
信
者
三
也
。

【
注
】

① 

汪
啟
淑
，
新
安
の
人
。
こ
こ
に
い
う
「
汪
氏
啟
淑
刻
説
文
繫
傳
」
と
は
、
乾
隆
四
十
七
年
（
一
七
八
二
）
刻
『
説
文
繫
傳
』
四
十
卷
附
錄
一
卷
を
い
う
。

② 

汲
古
と
は
、こ
こ
で
は
朱
筠
重
刊
の
大
徐
本『
説
文
解
字
』汲
古
閣
本
を
い
う
。
康
熙
五
十
二
年（
一
七
一
二
）の
汲
古
閣
第
五
次
修
訂
本
に
基
づ
き
、乾
隆
三
十
八
年（
一
七
七
三
）

に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
第
五
次
修
訂
大
徐
本
は
、
毛
晋
（
汲
古
閣
）
の
意
志
を
継
い
だ
息
子
毛
扆
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
が
、
篆
文
を
小
徐
本
に
よ
っ
て
改
め
た
た
め
テ
キ
ス

ト
と
し
て
は
評
価
は
高
く
な
い
。

③ 

い
ま
、
汪
憲
撰
『
説
文
繫
傳
考
異
』
四
巻
と
し
て
伝
わ
る
。
王
筠
が
い
う
よ
う
に
、
本
書
の
本
当
の
撰
者
は
朱
文
藻
で
あ
る
が
、
四
庫
全
書
館
に
進
呈
さ
れ
た
と
き
、
誤
っ

て
汪
憲
撰
と
さ
れ
た
。
朱
文
藻
の
本
書
執
筆
の
経
緯
は
巻
末
の
跋
文
に
詳
し
い
。
乾
隆
三
十
四
年
（
一
七
六
九
）
の
成
立
。
朱
文
遊
所
蔵
の
小
徐
本
影
鈔
宋
本
に
基
づ
く
。
朱

文
藻
は
、
汪
啟
淑
刻
『
説
文
繫
傳
』
公
刊
後
に
、『
考
異
』
増
訂
本
を
著
し
た
。

④ 

父
（
淳
父
）
は
祁

藻
（
一
七
九
三
―
一
八
六
六
）
の
字
で
、
淳
甫
と
も
表
記
す
る
。
田
潜
が
本
識
語
を
抄
写
し
た
の
が
同
治
五
年
で
あ
る
た
め
、
同
治
帝
の
諱
「
載
淳
」

の
「
淳
」
を
避
け
「

」
表
記
を
用
い
た
も
の
で
、陝
師
大
本
は
そ
の
諱
を
避
け
な
い
。
祁

藻
は
山
西
壽
陽
の
人
。
江
蘇
学
政
を
務
め
て
い
た
道
光
十
九
年
（
一
八
三
九
）
に
、

顧
廣
圻
家
蔵
の
宋
本
に
基
づ
き
『
説
文
繋
傳
』
四
十
巻
を
刊
行
。
同
年
に
吏
部
右
侍
郎
、
さ
ら
に
都
察
院
左
都
御
史
に
除
せ
ら
れ
た
。

⑤ 

朱
筠
（
一
七
二
九
―
一
七
八
一
）
の
字
。
注
②
に
述
べ
る
よ
う
に
、
汲
古
閣
本
『
説
文
解
字
』（
大
徐
本
）
を
乾
隆
三
十
八
年
（
一
七
七
三
）
に
重
刊
し
た
。
本
識
語
に
よ
り
、

朱
筠
が
小
徐
本
の
宋
本
も
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥ 

郁
陛
宣
（
一
七
二
五
―
一
八
〇
〇
）、名
は
礼
、杭
州
の
蔵
書
家
。
朱
文
游
と
同
様
影
鈔
宋
本
を
家
蔵
し
、朱
文
藻
が
『
説
文
繫
傳
考
異
』
を
著
す
と
き
に
そ
れ
を
校
本
と
し
た
。

『
説
文
繫
傳
考
異
』
朱
文
藻
前
跋
に
、「
南
唐
徐
鍇
說
文
解
字
繫
傳
四
十
卷
今
世
流
傳
蓋
尠
，吾
杭
惟
城
東
郁
君
陛
宣
購
藏
鈔
本
。
昨
歲
因
吳
江
潘
君
瑩
中
獲
訪
吳
下
朱
丈
文
游
，

從
其
插
架
借
得
此
書
，
歸
而
影
寫
一
過
，
復
取
郁
本
對
勘
譌
闕
之
處
。
二
本
多
同
，
其
不
同
者
十
數
而
已
（
南
唐
の
徐
鍇
説
文
解
字
繋
伝
四
十
巻
、
い
ま
世
に
伝
わ
る
本
は

と
て
も
少
な
い
が
、
わ
が
杭
州
の
郁
陛
宣
君
が
そ
の
鈔
本
を
購
入
し
て
所
蔵
し
て
い
た
。
昨
年
、
呉
江
の
潘
瑩
中
君
の
つ
て
で
呉
下
の
朱
文
游
先
生
を
訪
れ
、
家
蔵
の
こ
の

書
を
借
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
持
ち
帰
っ
て
一
通
り
書
き
写
し
た
。
さ
ら
に
郁
君
所
持
本
と
誤
脱
の
箇
所
を
校
勘
し
た
が
、
二
本
は
多
く
は
同
じ
で
、
異
な
る
の
は
十
数

カ
所
の
み
で
あ
っ
た
）。」
と
い
う
。

⑦ 

嚴
可
均
（
一
七
六
二
―
一
八
四
三
）
の
こ
と
。
嚴
可
均
は
烏
程
の
人
。
説
文
に
つ
い
て
は
、『
説
文
校
議
』
十
五
巻
（
嘉
慶
二
十
三
年
：
一
八
一
八
跋
）
が
あ
る
。
な
お
、
国

家
図
書
館
本
、
陝
師
大
本
は
と
も
に
「
嚴
氏
」
の
後
に
「
段
氏
」
の
二
文
字
を
付
す
。

⑧ 

祁

藻
刻
『
繋
傳
』
巻
四
十
の
巻
末
に
「
繫
傳
尾
」
と
し
て
録
さ
れ
た
尤
袤
題
語
中
の
こ
と
ば
。「
余
假
日
整
比
三
館
亂
書
，
得
南
唐
徐
楚
金
説
文
繫
傳
，
愛
其
博
洽
有
根
據
，
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而
一
半
斷
爛
不
可
讀
…
…
乾
道
癸
巳
十
月
廿
四
日
，尤
袤
題
」（
休
み
の
日
に
三
館
の
乱
雑
に
な
っ
た
書
籍
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、南
唐
徐
楚
金
の
『
説
文
繋
伝
』
が
見
つ
か
っ

た
。
そ
の
書
が
内
容
は
広
範
に
わ
た
り
全
て
に
根
拠
が
あ
る
こ
と
が
気
に
入
っ
た
が
、
そ
の
半
ば
は
破
損
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

⑨ 
大
徐
本
巻
七
下
に
は
、「

」、「

」、「
麻
」
の
三
部
が
連
続
す
る
。
と
こ
ろ
が
小
徐
本
で
は
、
汪
啟
淑
刻
本
巻
十
三
の
当
該
箇
所
に
見
る
よ
う
に
、「

」「
麻
」
二
部
と
な
っ

て
い
て
、「

」
部
所
収
の
二
篆
は
「

」
に
合
流
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
巻
二
十
九
所
載
の
全
巻
目
録
は
、
王
筠
の
指
摘
通
り
、「

」
を
缺
い
て
い
る
。

⑩ 

祁

藻
刻
『
繋
傳
』
は
、
汪
啟
淑
刻
本
で
「

」「
麻
」
二
部
に
収
録
し
て
い
た
文
字
を
、
大
徐
本
と
同
じ
三
部
だ
て
に
配
置
す
る
（
巻
十
三
）
が
、
巻
二
十
九
所
載
の
目
録

で
は
、王
筠
の
指
摘
通
り
、「

」「
麻
」
の
間
に
「

」
部
を
缺
い
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
巻
十
三
「

」
の
上
部
に
施
さ
れ
た
王
筠
校
語
は
次
の
よ
う
に
記
す
。「
此

行
朱
汪
皆
無
而
兩
部
接
連
為
一
。
蓋
自
宋
已
誤
，
故
目
錄
少

部
，
而
郭
忠
恕
曰
，
偏
旁
五
百
卅
九
部
也
。
本
書
改
之
分
為
兩
部
，
初
不
悟
目
錄
少

字
未
嘗
增
之
，
遂
留
罅

（
こ
の
行
、
朱
本
汪
本
と
も
に
二
部
を
繋
げ
て
一
部
に
ま
と
め
る
。
恐
ら
く
宋
か
ら
す
で
に
そ
の
よ
う
に
誤
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
目
録
に
も
「

」
部

を
缺
き
、
郭
忠
恕
が
「（「

」
部
を
含
ま
ぬ
）
偏
旁
五
百
卅
九
部
也
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
本
書
（
祁

藻
刻
本
）
は
そ
れ
を
改
め
て
（「

」「

」）
二
部
に
分
か
ち
な

が
ら
も
，
目
録
は
そ
も
そ
も
「

」
部
を
缺
い
た
ま
ま
そ
ち
ら
を
増
補
せ
ぬ
ま
ま
な
の
で
、
こ
の
よ
う
に
齟
齬
を
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
）」。

【
日
本
語
訳
】

汪
啟
淑
氏
刊
刻
の
『
説
文
繫
伝
』
は
、篆
文
は
す
べ
て
汲
古
閣
本
（
第
五
次
に
よ
っ
て
刻
し
て
い
る
の
で
、そ
の
多
く
は
小
徐
本
の
旧
体
を
失
っ

て
い
る
。
続
い
て
さ
ら
に
、
朱
文
藻
に
よ
る
『
繫
伝
攷
異
』
を
見
る
と
、
其
の
篆
文
の
大
半
は
、
缺
部
缺
篆
及
び
説
解
中
の
誤
脱
が
、
み
な
汪
本

に
合
致
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
道
光
辛
丑
（
二
十
一
年
、
一
八
四
一
）、
祁
淳
父
先
生
が
私
に
本
書
（
祁

藻
刻
本
）
を
く
だ
さ
っ
た
。
顧
千

里
の
宋
鈔
本
に
よ
る
本
文
で
、
首
尾
完
備
し
、
過
誤
も
少
な
く
、
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
は
確
か
に
完
本
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
た
。
癸
卯
（
道
光

二
十
三
年
、
一
八
四
三
）
秋
、
朱
竹
君
先
生
家
蔵
本
を
借
用
す
る
こ
と
が
で
き
校
訂
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
実
際
は
そ
れ
が
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が

了
解
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
列
挙
し
、
学
ぶ
者
に
知
ら
し
め
る
こ
と
と
す
る
。『
攷
異
』
が
挙
げ
る
脱
文
誤
字
は
、
す
べ
て
朱
文
游
、
郁
陛
宣
の

兩
テ
キ
ス
ト
に
拠
る
が
、
厳
氏
（
嚴
可
均
）
が
引
用
す
る
の
も
皆
そ
れ
と
合
致
す
る
。
竹
君
本
も
ま
た
合
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
古
来
よ
り
伝
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え
ら
れ
た
も
の
は
全
て
こ
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
る
に
顧
本
の
み
が
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
そ
の
テ
キ
ス
ト

が
信
用
で
き
な
い
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
尤
袤
（
一
一
二
五
―
一
一
九
四
）
は
、
宋
の
乾
道
年
間
に
す
で
に
宋
本
が
半
ば
破
損
し
読
む
に
堪
え
な

い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
の
に
、
ま
し
て
や
今
日
に
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
本
文
の
意
義
が
す
ら
す
ら
前
後
通
る
よ
う
な
こ
と
が
有
り
得

よ
う
か
。
こ
れ
が
、
信
用
で
き
な
い
理
由
の
二
つ
目
で
あ
る
。
各
本
で
篆
文
を
欠
く
部
は
九
部
あ
っ
て
、
篆
文
が
欠
落
す
る
も
の
は
二
百
七
十
六

文
、
一
方
、
顧
氏
に
は
一
つ
の
欠
落
も
無
い
。
然
る
に

部
を
誤
っ
て

部
に
合
わ
せ
る
の
は
、
宋
代
よ
り
既
に
そ
う
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
朱

鈔
本
（
朱
竹
君
本
）
の
目
録
は
、

部
と
麻
部
の
間
に
、

部
を
欠
い
て
い
た
。
汪
刻
本
も
や
は
り
そ
う
な
っ
て
い
る
。
顧
本
も
目
録
で
は
同
様

で
あ
る
の
に
、
正
文
は
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
（
つ
ま
り

部
を
独
立
さ
せ
る
）。
そ
れ
に
よ
り
、
顧
本
が
正
文
を
改
編
し
て
い
な
が
ら
、
目
録

を
そ
れ
に
揃
え
る
こ
と
を
失
念
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
意
図
的
に
こ
の
改
編
を
行
い
な
が
ら
根
拠
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
。
こ
れ

が
そ
の
最
も
信
用
な
ら
な
い
理
由
の
三
つ
目
で
あ
る
。

竹
君
本
惟
首
兩
卷
有
校
語
，
半
呉
西
林
説
⑪
，
惟
一
事
先
引
呉
説
，
而
後
繼
以
念
孫
按
⑫
，
是
知
懷
祖
先
生
⑬
有
校
本
。
凡
呉
王
所
云
當
作
某
者
，

顧
本
正
與
之
合
。
所
舉
脱
誤
，
則
朱
鈔
汪
刻
皆
然
。
是
知
顧
本
直
據
先
輩
校
語
改
之
而
已
。
惜
不
見
懷
祖
先
生
全
本
，
無
以
盡
發
其
覆
也
。

竹
君
本
偶
有
獨
異
之
字
，
必
大
勝
於
顧
本
，
則
顧
氏
以
意
為
之
，
而
不
中
小
徐
之
志
也
。
然
而
顧
氏
所
據
別
自
為
一
本
，
與
諸
家
據
本
固
不
同
，

所
增
多
之
篆
，
多
有
繫
傳
，
猶
可
曰
據
集
韻
韻
會
所
引
補
之
也
。
若
欙
字
⑭
傳
計
六
百
六
十
餘
字
，
秦
字
⑮
傳
計
四
百
四
十
餘
字
。
且
自
穌
至
科
，

適
是
一
葉
。
知
諸
家
傳
本
，
此
處
皆
脫
一
葉
也
⑯
。
攷
異
曰
，
心
部
十
八
頁
脫
⑰
，
計
顧
本
所
存
之
字
則
溢
於
一
葉
者
，
以
顧
氏
自
增
蟠
字
於
部

尾
也
⑱
。﹇
凡
此
皆
言
切
不
言
反
⑲
，
是
不
欺
人
處
，
惜
不
作
序
跋
言
其
增
補
之
所
據
，
則
仍
藏
頭
露
尾
也
﹈。
其
次
第
適
是
十
八
葉
，
知
顧
氏
據

本
此
葉
亦
未
脫
也
。
即
所
補
單
字
，
亦
有
可
證
者
，
如
毛
氏
刓
補
木
部
閑
字
⑳
、
黍
部

字
㉑
，
他
本
並
無
，
惟
此
本
有
，
且
說
解
並
同
。
則
毛

氏
所
據
小
徐
本
亦
有
之
也
。
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【
注
】

⑪ 

王
筠
が
参
照
し
た
朱
筠
家
蔵
宋
本
の
巻
一
・
二
に
は
す
で
に
別
人
の
校
語
が
存
在
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
が
呉
西
林
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
西
林
は
、
呉
穎
芳

（
一
七
〇
二
―
一
七
八
一
）
の
字
。
浙
江
仁
和
の
人
。『
説
文
理
董
』
の
著
が
あ
る
。『
続
修
四
庫
全
書
』
の
目
録
に
は
、『
説
文
理
董
』
十
五
巻
、
後
編
六
巻
と
あ
る
が
、
京

都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
の
『
説
文
理
董
』
後
編
巻
末
の
柳
詒
徵
識
語
に
は
、『
小
学
考
』
に
は
「
三
十
巻
」、『
杭
州
府
志
』
に
は
「
四
十
巻
」、『
復
堂
日
記
』
に
は
「
前

編
四
篇
、
後
編
六
篇
」、
丁
福
保
は
「
理
董
二
十
四
巻
、
後
編
六
巻
」
な
ど
、
著
録
ご
と
に
異
な
る
巻
数
を
伝
え
る
こ
と
を
記
す
。

⑫ 

本
書
巻
一
の
七
葉
表
「
」
下
の
説
解
は
「
祝
，
也
。
從
示
留
聲
，
臣
鍇
案
﹈
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
後
に
、
王
筠
は
「
良
秀
」
二
文
字
を
記
し
、
続
け
て
細
字
で
「
二
字
，

朱
本
在
此
，
此
下
空
白
十
一
格
（
こ
の
二
字
が
朱
本
で
は
こ
こ
に
あ
り
、
そ
の
下
は
空
白
十
一
格
と
な
っ
て
い
る
）」
と
校
語
を
記
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
頭
注
に
は
「
西

林
説
，〝
良
秀
〞
下
當
有
〝
反
〞
字
。
念
孫
案
，
此
三
字
不
當
在
〝
臣
鍇
案
〞
之
下
，
當
移
在
末
，
上
有
闕
文
（
西
林
は
、〝
良
秀
〞
の
下
に
は
〝
反
〞
字
が
有
る
べ
き
だ
と

言
う
。
念
孫
案
ず
る
に
、
こ
の
三
字
は
〝
臣
鍇
案
〞
に
下
で
は
な
く
、
末
尾
に
移
す
べ
き
で
、
そ
の
前
に
欠
落
し
た
文
が
あ
る
）」
と
言
う
の
が
、
こ
こ
で
い
う
、「
ま
ず
吳

說
を
引
い
た
後
で
王
念
孫
の
按
語
を
続
け
」
た
例
に
相
当
す
る
。

⑬ 
 

王
念
孫
（
一
七
四
四
―
一
八
三
二
）
の
字
。

⑭ 

本
書
十
一
巻
二
十
五
葉
表
五
行
目
か
ら
二
十
六
葉
裏
二
行
目
ま
で
。「
臣
鍇
曰
」
以
下
約
七
百
二
十
字
を
費
や
す
。
こ
の
部
分
は
、
汪
啓
淑
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

⑮ 

本
書
十
三
巻
二
十
一
葉
裏
四
行
目
か
ら
二
十
二
葉
裏
一
行
目
ま
で
。「
臣
鍇
曰
」
以
下
約
四
百
四
十
七
字
。
こ
の
字
は
、直
後
に
言
及
す
る
「
自
穌
至
科
」
の
七
篆
（
注
⑰
参
照
）

に
属
す
る
の
で
、
汪
啓
淑
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
但
し
、「
欙
」
と
「
秦
」
の
伝
文
を
「
集
韻
韻
會
」
に
拠
る
と
す
る
の
は
何
を
指
す
か
不
明
。
現
行
の
『
集
韻
』

『
古
今
韻
会
挙
要
』
と
も
に
説
文
に
依
拠
し
た
字
義
解
説
を
施
す
が
、
数
十
字
程
度
で
此
ほ
ど
の
字
数
は
費
や
さ
な
い
。

⑯ 

本
書
十
三
巻
二
十
一
葉
裏
二
行
目
か
ら
二
十
二
葉
裏
二
行
目
ま
で
。「
穌
」
字
の
上
欄
に
「
自
穌
至
科
七
篆
及
說
，
兩
朱
本
及
汪
本
皆
無
（「
穌
」
か
ら
「
科
」
ま
で
の
七
篆

及
び
説
解
は
、
両
朱
本
と
汪
本
に
は
と
も
に
存
在
し
な
い
」）
と
校
語
が
記
さ
れ
る
。

⑰ 

『
考
異
』
巻
三
、二
十
五
葉
表
の
該
当
す
る
文
は
次
の
通
り
。「
心
部
脫
一
葉
，
其
正
文
重
文
數
目
，
在
脫
葉
之
中
，
無
由
知
其
字
數
。
但
就
現
在
者
校
之
，
說
文
云

二
百
六
十
三
，
重
二
十
三
，
繫
傳
部
中
闕
蟠
…
…
憬
共
四
十
一
字
」

⑱ 

こ
の
「
蟠
」
は
、
大
徐
本
で
は
「
忻
」
の
下
に
配
列
さ
れ
る
が
、
祁
刻
小
徐
本
は
、
王
筠
の
言
う
通
り
、
巻
二
十
心
部
末
尾
に
置
か
れ
る
。
王
筠
は
、
そ
の
汪
刻
小
徐
本
に

対
す
る
校
訂
『
説
文
繋
伝
校
録
』
に
お
い
て
、
す
で
に
本
字
の
下
に
「
大
徐
本
在
忻
下
，
此
在
部
末
，
必
顧
氏
所
自
補
也
。
朱
氏
曰
十
八
頁
脫
，
顧
氏
據
本
蓋
有
此
頁
，
然

有
此
篆
，
則
非
十
八
頁
所
能
容
，
且
直
隴
切
，
同
大
徐
也
」
と
、
本
来
朱
本
で
脱
落
し
て
い
た
十
八
葉
に
有
っ
た
は
ず
の
本
字
が
「
心
部
」
末
尾
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、

顧
氏
所
蔵
本
が
そ
れ
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
十
八
葉
に
は
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
に
し
て
は
、
反
切
を
「
切
」
字
で
示
す
所
は
大
徐
本
と
同
じ
な
の
だ
が
、
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と
疑
念
を
呈
し
て
い
る
。
本
書
の
同
字
に
付
さ
れ
た
校
語
（
頭
注
）
は
、「
此
篆
必
顧
氏
妄
增
，
故
同
大
徐
。
朱
文
藻
謂
脫
十
八
頁
，
如
有
蟠
則
非
十
八
頁
所
能
容
」（
こ
の

篆
は
間
違
い
な
く
顧
氏
が
で
た
ら
め
に
増
補
し
た
も
の
だ
、だ
か
ら
大
徐
本
と
同
じ
記
述
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
朱
文
藻
は
十
八
葉
が
欠
け
て
い
た
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

も
し
も
本
当
に
蟠
が
有
っ
た
の
な
ら
、
そ
れ
は
十
八
葉
所
収
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
、
と
さ
ら
に
激
し
い
筆
致
で
顧
氏
を
指
弾
す
る
。

⑲ 

反
切
を
、
大
徐
本
は
「
某
某
反
」、
小
徐
本
は
「
某
某
切
」
と
記
す
こ
と
を
言
う
。

⑳ 

当
該
の
「
閑
」
は
、
本
書
巻
十
一
第
二
十
九
葉
表
五
行
目
に
見
え
る
。
説
解
は
「
止
也
。
從
木
門
。
臣
鍇
曰
，
閑
猶
闌
也
…
（
以
下
略
）」
と
す
る
。
大
徐
本
の
汲
古
閣
第
四

次
様
本
に
は
、「
門
」
部
（
巻
十
二
上
）
の
み
で
「
木
」
部
（
巻
六
上
）
に
は
見
え
な
い
が
、
汲
古
閣
第
五
次
修
訂
本
は
、「
木
」
部
と
「
門
」
部
の
二
箇
所
に
録
す
（
し
か

も
「
木
」
部
収
録
字
の
篆
は
門
構
え
の
形
が
「
門
」
部
所
収
字
と
は
異
な
る
）。
王
筠
が
「
毛
氏
刓
補
」
と
い
う
の
は
こ
の
第
五
次
修
訂
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

㉑ 

当
該
の
文
字
は
、
本
書
巻
十
三
第
二
十
四
葉
表
二
行
目
に
見
え
る
。
説
解
は
「
從
黍
尼
聲
。
臣
鍇
按
，

有
樹
出
之
如
漆
，
可
以
黏
蟬
雀
，
黍
亦
黏
物
也
」。
こ
の
字
の
頭
注

に
王
筠
の
校
語
が
見
え
、「

字
篆
説
，
朱
汪
皆
無
。
然
汲
古
刓
補
此
篆
説
曰
從
黍
尼
聲
勅
其
切
，
與
此
文
同
。
蓋
所
據
繫
傳
本
亦
有
（

字
の
篆
と
説
解
は
、
朱
・
汪
両
本

と
も
に
無
い
。
し
か
し
汲
古
閣
が
刊
補
し
た
こ
の
篆
の
説
解
に
は
〝
從
黍
尼
聲
勅
其
切
〞
と
あ
っ
て
、
こ
こ
と
同
文
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
汲
古
閣
が
依
拠
し
た
繋
伝
本
に
も

こ
の
字
が
有
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）」
と
、
こ
の
校
語
と
同
趣
旨
の
文
言
を
記
す
。
本
字
も
、
大
徐
本
汲
古
閣
第
四
次
様
本
に
は
収
録
さ
れ
な
い
が
、
汲
古
閣
第
五
次
修
訂
本
に

は
確
か
に
録
さ
れ
、
説
解
も
同
じ
で
あ
る
。
王
筠
は
『
説
文
解
字
句
読
』
で
は
こ
の
文
字
を
祁
刻
本
『
繫
伝
』
と
同
じ
く
「
黍
」
部
に
録
し
「
文
八
增

則
九　

重
二
」
と

し
た
上
で
、
説
解
の
末
尾
に
「
毛
氏
刓
補
於
大
徐
本
，
亦
無
訓
義
，
蓋
所
據
小
徐
本
，
亦
有
此
字
」
と
識
し
て
い
る
。

【
日
本
語
訳
】

竹
君
本
に
は
巻
首
の
二
巻
に
の
み
校
語
が
あ
る
が
、
そ
の
大
半
は
呉
西
林
の
説
で
、
一
箇
所
の
み
ま
ず
呉
説
を
引
い
た
後
で
懐
祖
（
王
念
孫
）

先
生
の
按
語
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
懐
祖
先
生
は
も
と
校
本
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
凡
そ
呉
・
王
が
「
當
作
某
」
と

す
る
も
の
は
、
顧
本
も
正
に
そ
れ
と
合
致
す
る
。
列
挙
す
る
誤
脱
は
、
朱
鈔
本
・
汪
刻
本
と
も
に
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
顧
本

は
、
た
だ
先
輩
（
呉
・
王
）
の
校
語
に
従
っ
て
本
文
を
改
め
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
懐
祖
先
生
の
（
校
本
）
全
本
を
見
る
こ
と
が
で
き

ず
，
そ
の
旧
を
覆
い
隠
し
た
行
い
を
悉
く
明
る
み
に
出
す
す
べ
が
な
い
の
が
残
念
だ
。
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竹
君
本
に
は
た
ま
に
独
自
に
他
と
異
な
る
字
が
あ
る
が
、
必
ず
顧
本
よ
り
大
い
に
優
れ
て
い
る
の
で
、
顧
氏
は
故
意
に
本
文
を
作
り
、
小
徐
の

志
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
顧
氏
が
依
拠
し
た
の
は
独
自
の
テ
キ
ス
ト
で
、
諸
家
が
拠
る
と
こ
ろ
と
は
固
よ
り
同
じ
で
は
な

く
、
増
補
し
た
篆
文
に
繋
伝
を
伴
っ
て
い
る
の
は
、
集
韻
や
韻
会
が
引
用
す
る
も
の
に
拠
っ
て
増
補
し
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
欙
」

字
の
伝
の
計
六
六
〇
字
余
り
、「
秦
」
字
の
伝
の
計
四
四
〇
字
余
り
な
ど
が
そ
う
だ
。
ま
た
、「
穌
」
か
ら
「
科
」
ま
で
は
ち
ょ
う
ど
一
葉
で
、
諸

家
が
伝
え
る
テ
キ
ス
ト
で
は
、
こ
の
部
分
が
全
て
ち
ょ
う
ど
一
葉
脱
落
し
て
い
る
。『
攷
異
』
に
は
、「
心
部
の
十
八
頁
が
脱
落
」
と
言
う
が
、
顧

本
に
存
在
す
る
文
字
が
一
葉
を
超
え
て
い
る
の
は
、
顧
氏
が
自
ら
蟠
字
を
心
部
の
末
尾
に
付
け
加
え
た
か
ら
で
あ
る
。﹇
以
下
、
双
行
注
：
凡
そ

此
の
（
反
切
を
）
切
と
言
っ
て
反
と
は
言
わ
な
い
例
は
、
人
を
騙
し
き
れ
な
い
点
で
あ
る
。
序
跋
を
作
っ
て
増
補
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な

い
の
が
残
念
だ
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
頭
隠
し
て
尻
隠
さ
ず
で
あ
る
の
は
同
じ
こ
と
だ
﹈
そ
の
順
序
が
、
た
ま
た
ま
十
八
葉
で
あ
っ
た
の
で
、
こ

の
こ
と
か
ら
顧
氏
が
依
拠
し
た
版
で
は
こ
の
葉
が
な
お
脱
落
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
補
充
し
た
単
独
の
字
で
ま
た
証
拠
と
な
る
も
の

に
は
、
例
え
ば
、
毛
氏
刻
本
の
木
部
閑
字
、
黍
部
「

」
字
、
こ
れ
ら
は
他
本
で
は
す
べ
て
収
録
さ
れ
な
い
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
の
み
見
え
、

し
か
も
説
解
も
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
毛
氏
が
（
第
五
次
修
訂
に
際
し
て
）
拠
っ
た
小
徐
本
に
は
や
は
り
こ
の
字
が
有
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

鋪
觀
其
大
，
即
或
以
大
徐
補
之
，
或
以
羣
書
所
引
補
之
，
或
以
先
輩
校
語
改
之
，
於
其
不
通
而
無
所
據
者
，
尚
仍
其
舊
，
使
小
徐
書
略
可
屬
讀
，

即
可
稱
為
楚
金
功
臣
矣
。
乃
其
誤
猶
有
當
指
摘
者
，
一
為
顧
氏
之
誤
，
一
為
刻
時
寫
者
之
誤
。
小
徐

部
無

字
，

即
刀
部

之
俗
字
也
㉒
。

彑
部
無
彖
字
，
與
宋
槧
大
徐
本
同
。
彖
即

也
㉓
。
一
切
補
之
，
後
生
承
其
誤
而
不
覺
矣
。
知
廿
五
卷
之
補
以
大
徐
也
㉔
。
遂
盡
以
今
本
改
之
，

不
知
此
乃
張
次
立
㉕
所
據
本
也
。
此
皆
顧
氏
之
誤
也
。
改

為

﹇
此
謬
唱
自
汗
簡
﹈，
改

為
㉖
，
皆
沿
段
氏
謬
說
。
幸

部
所
屬
尚
未
改
，

玉
部

字
亦
未
改
耳
㉗
。
朱
鈔
本
兩
岐
之
字
，
率
從
山
㉘
，
間
有
從
止
，
此
本
盡
從
止
，
是
於
隷
書
尚
茫
昧
也
。
此
則
寫
者
之
誤
也
。
思
心
不
容
，

門
戶
是
競
，
今
之
學
者
率
病
此
矣
。
茲
於
首
數
卷
多
記
朱
本
誤
字
，
以
見
此
書
傳
譌
已
久
，
必
無
善
本
可
讀
，
不
可
謂
顧
氏
誠
見
完
本
也
。
七
卷
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以
下
多
不
出
矣
。
而
空
白
之
處
猶
必
著
之
。
道
光
廿
三
年
閏
月
六
日
王
筠
記
。

【
注
】

㉒ 

本
書
当
該
字
の
頭
注
に
は
、「

字
篆
説
朱
汪
二
本
無
。
案
即
刀
部

之
俗
字
也
。
顧
氏
乃
依
大
徐
本
增
之
」
と
、
同
趣
旨
の
校
語
が
見
え
、
さ
ら
に
「
文
三　

重
一
」
の
「
重

一
」
の
下
に
は
、
や
は
り
「
朱
汪
皆
無
此
二
字
。
足
徴
本
無

字
（
朱
汪
両
本
と
も
に
こ
の
二
字
は
無
い
。
も
と
は
「

」
字
が
無
い
十
分
な
証
拠
で
あ
る
）」
と
識
す
。『
説

文
解
字
句
読
』
巻
十
七
「
首
」
部
は
祁
刻
本
『
繫
伝
』
に
同
じ
く
こ
の
字
を
末
尾
に
付
す
が
、「
重
一
」
の
下
に
は
「
竹
君
本
汪
本
皆
無
此
兩
字
，
無

篆
故
也
。
蓋
是
（
竹

君
本
、
汪
本
と
も
に
こ
の
二
字
が
無
い
の
は
、「

」
字
の
篆
文
が
無
い
た
め
で
あ
る
。
恐
ら
く
そ
れ
が
正
し
い
）」
と
双
行
注
を
記
す
。

㉓ 

本
書
、
祁
刻
本
『
繫
伝
』
で
は
、
彑
部
に
「
彖
」（
説
解
：
豕
走
也
）
と
「

」（
豕
走
也
）
を
録
し
、
汪
刻
『
繫
伝
』
で
は
「

」
の
み
を
録
す
。

 

本
書
「
彖
」
字
に
は
「
彖
字
篆
説
、
朱
汪
二
本
皆
無
、
是
也
」
と
の
王
筠
校
語
が
見
え
る
。
の
ち
に
王
筠
は
『
説
文
解
字
句
読
』
巻
十
八
「
彑
」
部
に
祁
刻
本
『
繫
伝
』
と

同
じ
く
「
彖
」「

」
二
字
を
録
し
な
が
ら
も
、「
彖
」
は
実
は
「

」
と
同
一
字
で
あ
り
、
こ
の
三
者
が
い
か
に
混
乱
し
て
伝
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
考
証
を
記
す
が
、
こ
こ

で
は
割
愛
す
る
。

㉔ 

小
徐
本
の
巻
二
十
五
は
早
く
に
失
わ
れ
、
そ
の
部
分
を
大
徐
本
で
補
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。

㉕ 

張
次
立
、
北
宋
の
人
。
小
徐
本
の
校
訂
を
行
い
、
現
存
の
す
べ
て
の
小
徐
本
は
そ
の
改
訂
を
経
た
も
の
と
さ
れ
る
。

㉖ 

「
白
」
部
は
本
書
巻
十
四
繫
伝
十
四
の
第
二
十
四
葉
裏
に
見
え
、「
白
」
を
「

」（
下
の
二
は
外
枠
に
離
れ
る
）
に
作
る
が
、
汪
刻
『
繫
伝
』
は
「

」
に
作
る
。「

を
改
め

て

」
と
す
る
に
つ
い
て
は
、
本
書
巻
十
八
繫
伝
十
八
「
彑
」
部
所
収
字
の
こ
と
。
当
該
字
は
、
汪
刻
『
繫
伝
』
で
は
「

」
に
作
る
。

㉗ 

本
書
祁
刻
本
『
繫
伝
』
巻
一
繫
伝
一
の
第
十
四
葉
表
。
玉
篇
の
旁
は

の
ま
ま
で
あ
る
。

㉘ 

一
つ
は
、
十
一
巻
四
葉
表
「
桋
」
の
説
解
中
に
あ
り
、
頭
注
に
は
「

、
朱
作
岐
」
と
の
校
語
が
、
ま
た
も
う
一
つ
は
巻
十
二
の
八
葉
表
「

」
の
説
解
中
に
見
え
、「

、

朱
汪
作
岐
」
と
の
校
語
が
頭
注
に
記
さ
れ
る
。

【
日
本
語
訳
】

『
説
文
』
と
い
う
書
物
の
大
き
さ
を
見
る
な
ら
ば
、
或
い
は
大
徐
本
で
そ
れ
を
補
い
、
或
い
は
群
書
が
引
用
す
る
も
の
で
補
い
、
或
い
は
先
人
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の
校
語
に
よ
っ
て
改
め
る
こ
と
も
有
り
得
よ
う
が
、
そ
の
解
が
通
じ
ず
根
拠
に
な
る
も
の
が
無
い
な
ら
ば
、
や
は
り
も
と
の
ま
ま
の
文
を
残
し
、

小
徐
の
書
を
や
や
読
み
や
す
く
し
て
や
れ
ば
、
楚
金
（
徐
鍇
）
の
功
臣
と
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
、
そ
の
誤
り
が
指
摘
で
き
る
よ
う

な
も
の
が
有
る
の
は
、
一
つ
は
顧
氏
の
誤
り
で
あ
り
、
一
つ
は
刻
書
の
際
に
書
き
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。
小
徐
の
首
部
に
は
「

」
字
は
無
か
っ

た
。「

」
は
刀
部
「

」
の
俗
字
で
あ
る
。
彑
部
に
は
「
彖
」
字
は
な
く
、
宋
刊
本
大
徐
本
も
同
じ
で
、「
彖
」
は
「

」
の
こ
と
な
の
だ
。
こ

れ
ら
を
全
て
増
補
し
て
し
ま
う
と
、
後
の
人
た
ち
が
そ
の
間
違
い
を
引
き
継
い
で
も
自
覚
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
二
十
五
巻
が
大
徐
本

で
補
わ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
そ
こ
で
そ
れ
を
尽
く
今
本
に
よ
っ
て
改
め
て
お
き
な
が
ら
、
そ
れ
が
張
次
立
が
基
づ
い
た
（
改
編
し
た
）
テ
キ
ス
ト

で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
。
こ
れ
は
す
べ
て
顧
氏
の
誤
り
で
あ
る
。

を

に
改
め
る
﹇
こ
の
誤
り
は
汗
簡
に
よ
る
と
唱
う
﹈、

を

に
改

め
る
の
は
、み
な
段
氏
の
誤
っ
た
説
を
踏
襲
し
た
結
果
で
あ
る
。
幸
い
に
、白
部
所
属
字
（
の
偏
旁
に
あ
る
「
白
」）
は
な
お
改
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

玉
部
の

字
も
改
変
さ
れ
て
い
な
い
。
朱
氏
の
抄
本
の
二
つ
の
「
岐
」
の
字
は
す
べ
て
山
偏
で
、
ま
ま
二
、三
の
文
字
が
「
止
」
に
従
う
が
、
本

書
で
は
そ
れ
ら
は
す
べ
て
「
止
」
に
従
う
。
こ
れ
は
隷
書
が
曖
昧
で
あ
り
、
書
写
し
た
人
間
が
間
違
っ
た
も
の
だ
。
心
ば
え
が
狭
く
、
門
戸
を
競

う
、
こ
れ
が
今
の
学
ぶ
者
が
み
な
有
す
る
欠
点
で
あ
る
。
い
ま
こ
こ
で
最
初
の
数
巻
に
朱
本
の
誤
字
を
で
き
る
だ
け
記
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
も
、

本
書
の
誤
り
が
す
で
に
久
し
く
放
置
さ
れ
た
の
は
、
読
む
べ
き
善
本
が
無
く
、
顧
氏
が
誠
に
完
本
を
目
に
し
得
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
七
巻
以
下
は
あ
ま
り
多
く
指
摘
は
し
て
い
な
い
が
、
述
べ
て
い
な
い
箇
所
に
も
必
ず
明
ら
か
な
問
題
点
は
あ
る
。
道
光

二
十
三
年
閏
月
六
日
、
王
筠
記
。

（
二
）「
王
筠
跋
文
」
第
二
則

校
畢
，
往
歸
桂
竹
孫
①
，
適
他
出
，
挈
回
覆
校
之
。
木
部
自

至
校
適
四
葉
②
，
自

至
棐
適
二
葉
，
雖
小
異
數
字
，
無
害
大
同
。
是
知
朱
文
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藻
所
據
兩
本
、
朱
竹
君
所
鈔
之
本
，
皆
脫
此
數
葉
，
千
里
據
本
獨
不
闕
也
。
如
其
作
偽
，
豈
能
葉
數
適
符
如
此
。
石
州
③
乃
親
見
顧
氏
本
者
，
謂

筠
曰
，
汪

原
所
藏
宋
本
，
每
葉
字
數
与
顧
本
同
，
且
書
工
極
不
佳
，
紙
又
甚
薄
，
的
是
影
鈔
，
必
無
顧
氏
作
偽
之
理
。
乃
胡
光
伯
曰
，
君
不
記

借
來

原
本
，
又
有
所
校
改
，
始
付
栞
邪
。
石
州
亦
無
以
應
也
。
筠
案
，
廿
五
卷
宋
時
已
佚
，
張
次
立
以
大
徐
本
補
之
。
而
汪
啟
淑
刻
本
与
朱
鈔

本
合
，
顧
氏
本
獨
与
汲
古
諸
本
合
，
其
為
顧
氏
私
有
改
定
，
已
可

見
。
況
諸
序
跋
，
皆

為
顧
氏
影
宋
鈔
，
而
未
能
言
其
所
影
之
本
付
受
何
自
，

今
歸
某
家
，
則
其
所
謂
宋
本
終
亦
未
可
深
信
。
況
小
徐
篆
文
，
其
異
於
大
徐
者
，
此
本
多
同
④
，
且
其
字
形
率
皆
縮
小
⑤
，
其
為
刻
後
刓
改
，
曉

然
可
見
⑥
，
又
非
顧
氏
之
謬
矣
。
雖
然
，
小
徐
書
未
有
善
於
此
者
，
則
取
長
略
短
可
也
。
即
命
為
真
宋
本
亦
無
不
可
也
。
八
月
廿
一
日
，
筠
又
記
。

【
注
】

① 

陝
師
大
本
に
は
次
の
よ
う
な
王
筠
識
語
が
あ
る
。「
道
光
癸
卯
七
月
桂
竹
孫
代
借
朱
竹
君
先
生
家
藏
抄
本
校
之
，
王
筠
記
」。
な
お
、
郭
子
直
「
王
筠
許
瀚
校
批
祁
刻
『
説
文

解
字
繋
伝
読
後
記
』」（『
陝
西
師
大
学
報
』
一
九
八
九－

三
、七
二
頁
）
で
は
、「
桂
竹
孫
」
の
名
は
「
祥
」
と
す
る
が
、
未
詳
。

② 

本
書
十
一
巻
二
十
三
葉
表
「
檠
（
木
偏
）」
字
の
上
に
、「
自
檠
（
木
偏
）
至
校
四
十
二
篆
，兩
朱
本
皆
無
」
と
の
校
語
有
り
。
分
量
は
確
か
に
四
葉
分
に
相
当
す
る
。「

」（
十
一

巻
二
十
八
葉
表
）
か
ら
「
棐
」（
同
二
十
九
葉
裏
）
も
ほ
ぼ
二
葉
分
に
相
当
す
る
。
汪
刻
『
繫
伝
』
に
は
、
王
筠
の
指
摘
の
通
り
、
こ
れ
に
相
当
す
る
部
分
が
缺
け
て
い
る
。

③ 

張
穆
（
一
八
〇
五
―
一
八
四
九
）。
碩
州
、
石
舟
と
も
い
う
。
陝
師
大
本
の
、
王
筠
校
語
を
移
録
し
た
。

④ 

「
多
同
」
と
作
る
こ
の
箇
所
を
、
陝
師
大
本
、
国
家
図
書
館
本
は
「
符
者
大
半
」
に
作
る
。
意
味
上
は
大
き
な
違
い
は
無
い
。

⑤ 

巻
三
七
「
類
聚
」
以
下
の
篆
文
が
、
す
べ
て
小
字
で
記
さ
れ
る
こ
と
を
言
う
か
。
巻
三
七
第
一
葉
裏
の
校
語
に
「
自
本
篇
至
卷
終
，
皆
篆
文
作
大
字
，
如
前
數
篇
之
式
然
。
所

出
多
不
合
，
不
復
記
之
」
と
見
え
る
。

⑥ 

「
其
為
刻
後
刓
改
，
曉
然
可
見
」
を
陝
師
大
本
、
国
家
図
書
館
本
は
「
其

改
之
迹
曉
然
可
見
，
此
則
刻
後
校
改
」
に
作
る
。
意
味
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、「
そ
の
改
編
の

後
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
版
を
刷
っ
た
後
に
校
訂
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
な
る
。
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【
日
本
語
訳
】

校
勘
が
終
わ
り
、
桂
竹
孫
の
と
こ
ろ
に
返
却
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
た
ま
た
ま
彼
が
外
出
し
て
い
た
の
で
、
持
ち
帰
っ
て
再
び
校
訂
を
続
行

し
た
。
木
部
の
「

」
か
ら
「
校
」
ま
で
ち
ょ
う
ど
四
葉
、「

」
か
ら
「
棐
」
ま
で
が
ち
ょ
う
ど
二
葉
。
幾
つ
か
細
か
な
違
い
は
有
る
が
、
全

体
と
し
て
同
じ
も
の
と
見
な
す
の
に
差
し
支
え
は
な
い
。
朱
文
藻
が
基
づ
い
た
二
本
と
、
朱
竹
君
が
写
し
た
本
が
と
も
に
こ
の
数
葉
を
欠
い
て
い

る
の
に
、
顧
千
里
の
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
だ
け
に
欠
葉
が
無
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
し
も
わ
ざ
と
贋
作
を
作
ろ
う
と
し
た
の
な
ら
、
ど
う
し

て
葉
数
が
ち
ょ
う
ど
こ
の
よ
う
に
合
致
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
石
州
は
じ
か
に
顧
氏
の
テ
キ
ス
ト
を
見
て
い
る
の
だ
が
、私
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
汪

原
所
蔵
の
宋
本
は
、
毎
葉
の
字
数
が
顧
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
書
品
が
極
め
て
悪
く
、
紙
も
非
常
に
薄
く
、
ま
ち
が
い
な
く
影
抄
本
で
あ
り
、

顧
氏
が
偽
物
を
作
っ
た
道
理
が
無
い
」。
し
か
し
胡
光
伯
は
い
う
、「
君
は
、

原
の
テ
キ
ス
ト
を
借
り
て
そ
れ
に
校
改
を
加
え
て
か
ら
出
版
し
た

こ
と
を
忘
れ
た
の
か
？
」
石
州
は
答
え
な
か
っ
た
。
私
が
思
う
に
、
二
十
五
巻
は
宋
代
に
す
で
に
失
わ
れ
て
い
て
、
張
次
立
が
大
徐
本
で
補
っ
た

が
、
汪
啟
淑
刻
本
と
朱
鈔
本
は
一
致
し
、
顧
氏
の
本
だ
け
が
汲
古
閣
の
諸
本
と
一
致
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
顧
氏
が
秘
か
に
改
訂
を
行
っ
た
こ

と
を
あ
ら
ま
し
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
し
て
や
諸
序
跋
類
は
皆
、
顧
氏
は
宋
本
を
影
鈔
し
た
と
の
み
称
し
て
、
そ
の
本
が
ど
こ
か
ら
も
た

ら
さ
れ
、
今
は
ど
こ
に
有
る
か
を
一
言
も
言
わ
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
宋
本
と
い
う
も
の
も
結
局
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
、
小
徐
の

篆
文
で
大
徐
と
異
な
る
も
の
が
、
こ
の
本
で
は
多
く
同
文
と
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
そ
の
字
形
が
概
ね
皆
縮
小
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
印
刷

さ
れ
た
後
で
彫
り
直
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
、
顧
氏
が
間
違
え
た
と
い
う
も
の
で
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
小
徐
の
本
で
此
よ
り
良

い
も
の
は
ま
だ
無
い
け
れ
ど
も
、
良
い
所
だ
け
取
っ
て
悪
い
所
は
無
視
す
る
と
い
う
の
な
ら
ま
だ
し
も
、
こ
れ
こ
そ
本
当
の
宋
本
だ
と
す
る
の
は

間
違
っ
て
い
る
（
原
文
だ
と
、
そ
れ
で
も
よ
い
、
と
な
る
が
恐
ら
く
否
定
詞
が
一
つ
多
い
）。
八
月
二
十
一
日
、
筠
ま
た
記
す
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（
三
）
陳
慶
鏞
跋
文

陳
頌
南
侍
御
借
筠
此
書
鈔
之
，
為
之
跋
曰
①
；
校
畢
將
奉
還
，
適
苗
仙
簏
②
過
從
詢
之
言
，
前
在
春
浦
幕
中
見
此
書
，
底
本
胥
鈔
庸
劣
，
舛
錯

不
堪
，
上
有
紅
筆
墨
筆
藍
筆
校
語
，
係
毛
子
晉
③
、
段
茂
堂
④
、
顧
抱
沖
⑤
、
顧
千
里
⑥
手
書
，
每
葉
皆
跋
，
以
一
字
千
金
重
重
鈐
印
。
而
其
譌
舛
處
，

如
潘
岳
秋
興
賦
作
審
兵
狄
與
賊
，臣
鍇
曰

通
知
遠
書
教
也
，作
臣
鍇
白
虎
通
知
達
書
教
也
。
如
此
之
類
不
可
枚
舉
。
而
反
語
紕
繆
尤
多
。
程
、辰
，

恆
、
痕
，
諸
音
混
亂
，
諸
⑦
經
更
正
。
付
刻
時
，
因
李
申
耆
、
祁
春
浦
兩
先
生
屬
以
原
書
勿
動
，
嗣
以
其
顯
然
易
見
者
從
其
改
，
其
餘
可
疑
者
，

悉
照
原
書
謄
寫
付
梓
。
余
謂
可
疑
者
，
固
不
得
妄
為
更
動
，
即
顯
然
易
見
之
誤
，
更
無
庸
更
動
，
猶
使
讀
者
得
以
尋
繹
其
迹
。
而
仙
簏
乃
曰
，
本

書

從

省
聲
，
擬
改
從
隹

省
聲
，
熊
從
能
炎
省
聲
，
擬
改
從
能

省
聲
，
皆
未
更
正
為
憾
。
夫
所
貴
乎
宋
鈔
者
，
以
其
時
代
近
古
，
即
或

烏
焉
魚
虎
規
模
猶
在
，
遠
勝
於
後
人
擬
議
杜
撰
之
學
。
若
一
併
改
之
，
烏
所
謂
宋
鈔
，
又
烏
所
謂
一
字
千
金
哉
。
然
則
此
書
經
毛
段
二
顧
諸
人
校

改
後
，
又
以
苗
校
闌
入
其
中
，
廬
山
真
面
不
可
復
覩
。
余
謂
，
是
書
妄
改
之
弊
，
固
不
得
專
咎
千
里
也
。
今
幸
朱
竹
君
宋
鈔
本
猶
存
，
得
以
對
勘

而
發
其
覆
，
是
亦
文
字
中
一
快
事
也
。
道
光
廿
三
年
九
月
十
六
日 

晉
江
陳
慶
鏞
記

【
注
】

① 

冒
頭
の
「
陳
頌
南
侍
御
借
筠
此
書
鈔
之
，
為
之
跋
曰
」
は
、
国
家
図
書
館
本
に
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
、
王
筠
自
身
が
陳
の
跋
文
を
抄
録
し
た
よ
う
に
読
め
る
が
、
王
筠

手
沢
本
の
可
能
性
が
高
い
国
家
図
書
館
本
に
こ
の
文
字
が
見
え
な
い
の
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
、
暫
時
答
え
が
見
つ
か
ら
な
い
。
本
書
を
移
録
し
た
田
潜
が
基
づ
い
た
何
紹

基
抄
本
の
当
該
箇
所
を
見
れ
ば
（
上
海
図
書
館
蔵
本
が
そ
れ
か
）
或
い
は
そ
の
答
え
が
見
つ
か
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
時
点
で
は
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

② 

苗
仙
簏
、
苗

（
１
７
８
３－

１
８
５
７
）
の
字
。
著
書
に
『
説
文
声
訂
』
が
あ
る
。

③ 

毛
子
晉
、
毛
晉
（
１
５
９
９－

１
６
５
９
）
の
字
。
蔵
書
家
。
蔵
書
楼
を
汲
古
閣
と
名
付
け
、
多
く
の
善
本
の
出
版
も
行
っ
た
。

④ 

段
茂
堂
、
段
玉
裁
（
１
７
３
５－

１
８
１
５
）
の
字
。

⑤ 

顧
抱
沖
、
顧
之
邃
の
字
。
蔵
書
家
で
知
ら
れ
る
。
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⑥ 

顧
千
里
、
顧
廣
圻
の
字
。
前
述
。
祁

藻
刻
『
説
文
解
字
繫
傳
』
は
、
顧
廣
圻
蔵
影
宋
本
に
基
づ
き
刊
行
さ
れ
た
も
の
。

⑦ 
「
諸
」
で
は
意
味
を
解
し
が
た
い
が
、国
家
図
書
館
本
は
こ
の
部
分
を
「
都
」
に
作
る
。
本
書
は
直
前
の
「
諸
音
」
に
引
き
ず
ら
れ
て
書
き
誤
っ
た
も
の
か
。
日
本
語
訳
は
「
都
」

と
解
し
て
訳
出
し
た
。

【
日
本
語
訳
】

陳
頌
南
侍
御
が
王
筠
か
ら
本
書
を
借
り
だ
し
て
、
そ
れ
に
次
の
よ
う
に
跋
文
を
記
さ
れ
た
。
校
を
終
え
て
返
還
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ

う
ど
苗
仙
簏
が
訪
れ
て
尋
ね
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
か
つ
て
祁
春
浦
の
幕
中
に
て
こ
の
本
を
見
た
が
、
底
本
は
劣
悪
で
誤
り
が
多
く
、
朱
・
墨
・

藍
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
毛
子
晋
、
段
茂
堂
、
顧
抱
沖
、
顧
千
里
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
手
書
き
を
し
た
も
の
で
、
各
葉
す
べ
て
に
跋
が
あ
り
、

「
一
字
千
金
」
と
重
々
し
く
印
が
押
し
て
あ
っ
た
。
そ
の
間
違
い
の
様
と
い
う
と
、「
潘
岳
秋
興
賦
」
を
「
審
兵
狄
與
賊
」
と
し
、「
臣
鍇
曰

通

知
遠
書
教
也
」
を
「
臣
鍇
白
虎
通
知
達
書
教
也
」
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
類
は
枚
挙
に
暇
が
無
い
。
反
切
の
誤
り
は
最
も
多
く
、
程

と
辰
，
恆
と
痕
の
音
の
類
が
混
乱
し
て
い
る
の
は
、
諸
（
み
な
）
訂
正
さ
れ
て
い
た
。
印
刷
し
よ
う
と
す
る
時
、
李
申
耆
、
祁
春
浦
兩
先
生
は
、

原
書
の
ま
ま
文
字
を
動
か
し
て
は
な
ら
ず
、
次
に
、
そ
の
明
ら
か
に
見
て
わ
か
る
間
違
い
は
改
め
て
お
い
て
、
そ
れ
以
外
の
疑
わ
し
い
も
の
は
、

元
の
ま
ま
印
刷
す
る
よ
う
に
と
委
嘱
さ
れ
た
。
私
が
思
う
に
、
疑
わ
し
い
者
は
、
固
よ
り
妄
り
に
改
め
て
は
な
ら
な
い
が
、
明
ら
か
に
そ
う
と
分

か
る
間
違
い
は
、な
お
の
こ
と
改
め
る
必
要
は
無
い
。
読
む
者
が
自
分
で
そ
の
誤
り
を
追
求
す
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
仙
簏
は
言
う
，

本
書
に
、

は

の
省
聲
に
従
う
は
、
隹

に
従
う

の
省
聲
と
改
め
、
熊
は
能
に
従
う
炎
の
省
聲
と
す
る
の
は
、
能
に
従
う

の
省
聲
に
改
め

る
の
が
よ
い
と
す
る
の
は
、
皆
訂
正
で
き
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
、
と
。
そ
も
そ
も
宋
鈔
本
の
貴
重
な
と
こ
ろ
と
は
，
其
の
時
代
が
古
に
近

い
こ
と
で
，
た
と
え
烏
焉
・
魚
虎
の
規
模
が
有
っ
た
と
し
て
も
，
後
人
が
妄
り
に
議
論
す
る
杜
撰
な
学
問
よ
り
も
は
る
か
に
優
れ
て
い
る
。
も
し
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も
一
律
に
そ
れ
を
改
め
て
は
、
一
体
何
が
所
謂
宋
鈔
本
、
ま
た
何
が
所
謂
「
一
字
千
金
」
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
本
書
が
毛
・
段
・

二
顧
諸
人
の
校
改
を
経
た
後
に
、
さ
ら
に
苗
校
を
其
の
中
に
混
入
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
廬
山
の
真
面
目
は
二
度
と
見
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
の
だ
。

私
が
思
う
に
、
是
の
書
が
妄
り
に
改
編
を
行
っ
た
弊
害
は
、
も
と
よ
り
専
ら
顧
千
里
を
咎
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
幸
い
に
朱
竹
君

の
宋
鈔
本
が
猶
お
存
す
る
の
で
、
対
照
校
勘
し
て
そ
の
覆
わ
れ
た
真
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
文
字
中
の
一
快
事

で
あ
ろ
う
。（

四
）
田
潜
附
識

此
校
本
為
漢
陽
李
惺
樵
先
生
哲
明
①
所
藏
。
其
友
江
陰
夏
孫
桐
②
云
，
細
審
字
跡
乃
道
州
何
先
生
③
所
錄
，

友
校
錄
已
編
刊
，
是
本
不
知
有
無

異
同
。
丙
寅
正
月
，
予
假
而
讀
之
。
其
所
校
識
多
為
校
錄
所
未
載
。
所
據
以
朱
竹
君
先
生
所
藏
宋
鈔
為
主
，
參
以
朱
文
藻
、
汪
啟
淑
兩
本
，
間
采

及
佗
說
，
下
以
己
意
字
字
精
審
，
洵
為
允
當
。
惟
詆
千
里
語
則
稍
過
耳
。
當
時

友
與
漢
陽
葉
志

、
道
州
何
紹
基
、
晉
江
陳
慶
鏞
、
日
照
許
瀚
，

商
榷
今
古
載
在
儒
林
傳
藁
甚
明
，
故

友
有
此
校
本
，
道
州
錄
之
，
晉
江
亦
錄
之
，

有
長
跋
也
。
今
竹
君
鈔
本
未
見
流
傳
，
此
本
幸
采
存
之
，

尤
為
可
貴
。
予
愛
不
忍
釋
，
亟
以
廿
四
番
金
購
初
印
精
本
，
窮
一
旬
晝
夜
之
力
，
過
錄
一
通
。
亦
欲
此
精
校
，
多
存
一
本
在
天
壤
間
也
。
丙
寅
正

月
二
十
三
日
，
江
陵
田
潛
伏
侯
記
于
鼎
楚
室

【
注
】

① 

李
哲
明
（
一
八
五
七－

？
）、
字
は
惺
樵
。
光
緒
十
八
年
（
一
八
九
二
）
の
進
士
。

② 

夏
孫
桐
（
一
八
五
七－

一
九
四
一
）、
字
は
閏
枝
。
李
哲
明
と
同
じ
く
光
緒
十
八
年
の
進
士
。

③ 

何
紹
基
（
一
七
九
九－

一
八
七
三
）、
字
は
子
貞
、
東
洲
と
号
す
。
能
書
家
で
知
ら
れ
る
。『
清
史
稿
』
巻
４
８
８
の
傳
に
「
又
為
水
經
注
刊
誤
。
於
説
文
考
訂
尤
深
」
と
の
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記
事
が
見
え
る
。
上
海
図
書
館
所
蔵
の
陳
慶
鏞
跋
を
伴
う
王
筠
校
本
は
、
何
紹
基
が
移
録
し
た
も
の
と
い
う
が
、
筆
者
は
未
見
（
郭
立
暄
著
書
三
九
七
頁
）

【
日
本
語
訳
】

此
の
校
本
は
漢
陽
の
李
惺
櫵
先
生
の
所
藏
本
で
あ
る
。
そ
の
友
人
の
江
陰
の
夏
孫
桐
の
話
に
よ
る
と
、
筆
跡
を
子
細
に
検
証
し
て
み
る
と
、
道

州
何
先
生
の
録
す
る
と
こ
ろ
と
い
う
。
王
筠
の
校
錄
は
已
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、本
書
と
果
た
し
て
異
同
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
丙
寅
正
月（
同

治
五
年
、
一
八
六
六
）
に
暇
が
で
き
た
の
で
こ
れ
を
読
ん
で
み
た
。
そ
の
校
語
が
識
す
内
容
は
多
く
は
校
録
に
未
掲
載
で
あ
る
。
依
拠
テ
キ
ス
ト

は
、
朱
竹
君
先
生
所
藏
の
宋
鈔
本
を
主
と
し
、
そ
れ
に
朱
文
藻
・
汪
啟
淑
の
兩
本
を
合
わ
せ
用
い
、
ま
ま
他
の
説
を
参
照
し
、
自
分
の
考
え
を
も
っ

て
書
き
留
め
た
。
一
字
一
字
す
べ
て
詳
し
く
考
察
し
た
が
、
誠
に
妥
当
な
記
述
内
容
で
あ
る
。
た
だ
、
顧
千
里
を
譏
る
言
葉
が
や
や
過
ぎ
る
。
当

時
、
王

友
、
漢
陽
の
葉
志

、
道
州
の
何
紹
基
、
晋
江
の
陳
慶
鏞
、
日
照
の
許
瀚
は
、
今
古
を
商
榷
し
、
儒
林
傳
藁
に
掲
載
す
る
こ
と
よ
う
に

極
め
て
明
ら
か
で
、
故
に

友
が
こ
の
校
本
を
著
し
，
道
州
が
こ
れ
を
抄
録
し
，
晋
江
も
ま
た
抄
録
し
、
同
時
に
長
い
跋
文
を
記
し
た
の
だ
。
今
、

竹
君
の
鈔
本
は
流
伝
し
て
い
る
の
を
見
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
本
が
幸
い
に
も
そ
の
内
容
を
記
録
し
て
あ
る
の
は
、
も
っ
と
も
貴
重
な
こ
と
で
あ

る
。
私
は
こ
の
本
を
愛
し
て
手
放
す
に
忍
び
ず
、
二
十
四
番
金
で
初
印
の
精
本
を
購
い
、
十
日
の
昼
夜
の
力
を
注
ぎ
、
一
通
り
抄
録
し
た
。
こ
の

精
密
な
校
本
を
、
一
冊
多
く
こ
の
天
地
の
間
に
存
在
せ
し
め
た
い
と
思
う
。

丙
寅
（
同
治
五
年
、
一
八
六
六
）
正
月
二
十
三
日
，
江
陵
の
田
潛
伏
侯
、
鼎
楚
室
に
て
記
す
。
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京
都
大
学
文
学
研
究
科
蔵
『
説
文
解
字
繋
伝
』
全
四
十
巻

　
　
　
　

第
十
一
冊
巻
末
に
記
さ
れ
る
王
筠
跋
文
、
陳
慶
鏞
跋
文
、
田
潜
附
識



二
二

京都大学文学研究科蔵王筠校祁 藻刻『説文解字繋伝』に記された王筠跋文、陳慶鏞跋文及び田潜附識について



二
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京都大學文學部研究紀要　第60号


